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熊 本 県  阿 蘇 市 

市勢要覧２０２４ 
 

 

■
市
章 

 

阿
蘇
の
ロ
ー
マ
字
の

｢

Ａ｣

と｢

Ｓ｣

の
文
字
を
モ

チ
ー
フ
に
、
阿
蘇
市
の
将

来
像
で
あ
る｢

緑
い
き
づ

く
火
の
神
の
里｣

の
イ

メ
ー
ジ
を
表
し
、
阿
蘇
市

の
魅
力
と
活
気
あ
ふ
れ
る

繁
栄
と
発
展
を
表
現
し
た

デ
ザ
イ
ン
で
す
。 

■
市
の
花 

「
リ
ン
ド
ウ
」 

 

野
焼
き
後
の
真
っ
黒
な

草
原
に
、
命
の
息
吹
を
感

じ
さ
せ
、
青
紫
色
の
可
憐

な
花
を
咲
か
せ
る
ハ
ル
リ

ン
ド
ウ
は
、
阿
蘇
の
春
を

代

表

す

る

花

で

す
。
ま

た
、
秋
に
は
秋
咲
き
の
リ

ン
ド
ウ
が
草
原
を
彩
り
ま

す
。 ■

市
の
木 

「

」 

 
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
は
、

仙
酔
峡
、
高
岳
、
阿
蘇
山

上
一
帯
に
大
群
落
を
な
し

て
自
生
し
て
お
り
、
５
月

に
紅
紫
色
の
花
を
咲
か
せ

ま
す
。
毎
年
、
多
く
の
市

民
や
観
光
客
に
喜
ば
れ
て

い
ま
す
。 

■
市
の
鳥 

「
キ
ジ
」 

 

キ
ジ
は
、
色
鮮
や
か

で

優

美

な

姿

で

知

ら

れ
、
阿
蘇
で
は
草
原
や

林
の
中
で
、
年
中
姿
を

見

る

こ

と

が

で

き

ま

す
。
ま
た
、
童
話
等
を

通
じ
て
も
親
し
み
が
あ

り
、
市
民
に
も
広
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
。  
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阿蘇市市勢要覧 

２０１５年９月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のた

めの２０３０アジェンダ」の中核を成す「持続可能な開発目標」で

あり、先進国を含む国際社会共通の目標です。

本市においても、総合計画で取り組む方向性は、国際社会全体の

開発目標であるSDGｓの目指す１７の目標と、目指すべき方向性は

同じであることから、総合計画の推進を図ることでSDGｓの目標に

繋がるものと考えています。
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■
市
民
憲
章 

第
１
章 
自
然
と
郷
土
を
愛
し
、
美
し
い
ま
ち

を
つ
く
り
ま
す
。 

 

第
２
章 

互
い
に
協
力
し
、
元
気
で
は
た
ら
き

活
力
に
満
ち
た
ま
ち
を
つ
く
り
ま

す
。 

 

第
３
章 

き
ま
り
を
守
り
、
誠
を
つ
く
し
、
豊

か
で
思
い
や
り
の
あ
る
ま
ち
を
つ

く
り
ま
す
。 

 

第
４
章 

文
化
を
継
承
し
、
教
養
を
高
め
、
情

操
を
育
て
て
格
調
高
い
ま
ち
を
つ

く
り
ま
す
。 

 

第
５
章 

伝
統
を
重
ん
じ
、
創
意
工
夫
を
し
、

希
望
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
つ
く
り

ま
す
。 

１ 



 

 

４ 

ＰＨＯＴＯ：阿蘇中岳火口と湯だまり 

 

 

阿蘇市長 佐藤 義興 

 阿蘇市は、先人たちにより守り育まれてきた雄大な自然や、

阿蘇神社をはじめとする歴史遺産や伝統文化など、人々の営

みの中で受け継がれてきた多様な地域資源に恵まれていま

す。 

 かけがえのない財産を後世に伝えていく取り組みの中で、平

成２５年に世界農業遺産、平成２６年には世界ジオパークに認

定と世界的な評価を相次いで受けることができました。 

 一方で、度重なる自然災害からの復旧・復興、少子高齢化

や若年層の都市部への流出による地域の担い手不足への対

応など、本市を取り巻く状況は、多くの課題が山積し、かつ多

様化・複雑化しています。 

 こうした厳しい状況のなか、令和３年９月に第２次阿蘇市総

合計画（後期基本計画）を策定しました。将来都市像として掲

げた「人がつながり創りだす新しい阿蘇～ＯＮＬＹ ＯＮＥの世

界へ～」は、人と人のつながりから生じるパワーを基にチャレ

ンジを繰り返し、新しい阿蘇市を創造・発信しようという思いが

込められています。 

 この将来都市像の実現に向けて、市民一人ひとりが輝き、地

域が輝き、暮らして良い、訪れて良い、魅力あふれる阿蘇市を

築いてまいります。 

 皆様方におかれましては、今後とも本市の取り組みにご支

援とご協力をいただければ幸いに存じます。 

発行にあたって 

３ 



 

 

６ 

 

一
の
宮
小
学
校
開
校 

熊
本
地
震 

阿
蘇
中
岳
噴
火 

（
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
３
） 

 

国
道

57
号
北
側
ル
ー
ト
二
重
峠
ト
ン

ネ
ル
着
工 

Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園
空
間
博
物
館 

デ
ィ
ス
カ
バ
ー
農
山
漁
村
の
宝 

グ
ラ
ン
プ
リ
獲
得 

 
国
道

57
号
滝
室
坂
ト
ン
ネ
ル
着
工 

 

阿
蘇
西
小
学
校
校
舎
落
成 

波
野
支
所
移
転
・
新
築 

 

黒
川
河
川
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急

事
業
竣
工 

波
野
保
育
園
新
園
舎
完
成 

豊
肥
本
線
全
線
で
運
行
再
開 

国
道
57

号
北
側
復
旧
道
路
開
通 

 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ぴ
よ
ぴ
よ

広
場
」
完
成 

阿
蘇
中
岳
中
規
模
噴
火 

（
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
３
） 

赤
水
西
団
地
完
成 

 

阿
蘇
警
察
署
一
の
宮
駐
在
所
開
所 

坂
梨
保
育
園
新
園
舎
へ
の
移
転 

阿
蘇
中
部
地
区
広
域
農
道
全
線
開
通 

防
災
行
政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
竣

工 

 

国
道

57
号
滝
室
坂
ト
ン
ネ
ル
本
坑
貫

通 二
次
避
難
休
憩
施
設
完
成 

 

   

交
通 

 

阿
蘇
市
の
交
通
網
は
、
東
西
に
横
断

す
る
Ｊ
Ｒ
豊
肥
本
線
と
、
そ
れ
に
並
行

し
て
走
る
国
道
57
号
、
南
北
を
縦
断

し
大
分
県
日
田
市
と
結
ぶ
国
道

212

号
、

大
分
県
別
府
市
と
結
ぶ
主
要
地
方
道
別

府
一
の
宮
線(

通
称
や
ま
な
み
ハ
イ

ウ
ェ
イ)

、
南
阿
蘇
地
域
と
結
ぶ
国
道

265

号
が
主
要
道
路
と
な
っ
て
い
ま
す
。

主
要
都
市
ま
で
の
交
通
ア
ク
セ
ス
は
熊

本
市
中
心
部
ま
で
約
50
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
福
岡
市
中
心
部
ま
で
約

145

キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
大
分
市
中
心
部
ま
で
約

75
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
阿
蘇
く
ま
も
と

空
港
は
約
35
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
な
り

ま
す
。 

国
道

57
号
は
、
４
車
線
化
の
推
進

に
よ
り
熊
本
・
阿
蘇
間
の
時
間
短
縮
が

図
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
28
年

熊
本
地
震
に
よ
り
一
部
区
間
が
通
行
不

能
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
北
側
復
旧
道

路
の
新
設
及
び
現
道
の
復
旧
が
進
め
ら

れ
、
令
和
２
年
10
月
３
日
に
２
ル
ー

ト
と
も
に
開
通
し
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｊ

Ｒ
豊
肥
本
線
は
、
肥
後
大
津
駅
～
阿
蘇

駅
間
で
不
通
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
令

和
２
年
８
月
８
日
に
全
線
開
通
と
な
り

ま
し
た
。 

  

人
口 

令
和
２
年
国
勢
調
査
に
よ
る
人
口

は
、
２
４
，
９
３
０
人
で
、
平
成

27

年
の
２
７
，
０
１
８
か
ら
約
２
，
０
８

８
人
減
少
し
て
い
ま
す
。
昭
和
30
年

を
ピ
ー
ク
に
迎
え
て
以
降
、
転
出
者
が

転
入
者
を
上
回
る
社
会
減
、
出
生
数
を

死
亡
数
が
上
回
る
自
然
減
の
両
面
か

ら
、
人
口
減
少
が
進
ん
で
い
ま
す
。 

世
帯
数
は
人
口
の
減
少
に
反
し
て
増

加
し
て
い
る
た
め
、
１
世
帯
当
た
り
の

人
口
は
減
少
を
続
け
て
お
り
、
世
帯
の

小
規
模
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。 

年
齢
層
別
構
成 

０
～
14
歳
の
年
少
人
口
が
２
，
７

７
８
人
、
15
～
64
歳
の
生
産
年
齢
人

口
が
１
２
，
０
３
５
人
、
65
歳
以
上

の
老
年
人
口
が
１
０
，
０
５
１
人
で

す
。
平
成
７
年
と
令
和
２
年
を
比
較
す

る
と
、
高
齢
化
率
は
１
３
．
３
％
の
増

加
、
生
産
年
齢
人
口
は
１
２
．
５
％
の

減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
中
で
も
高
齢

化
率
は
熊
本
県
や
全
国
の
結
果
よ
り
高

く
、
少
子
高
齢
化
が
著
し
く
進
ん
で
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

産
業
別
構
成 

産
業
別
就
業
者
は
、
令
和
２
年
国
勢

調
査
で
は
、
第
１
次
産
業
が
２
，
３
６

８
人
、
第
２
次
産
業
が
２
，
８
４
２

人
、
第
３
次
産
業
が
７
，
３
７
３
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

本
市
は
、
熊
本
県
や
全
国
よ
り
も
第

１
次
産
業
の
従
事
者
の
割
合
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
が
、
離
農
者
の
増
加
は

進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
人
口
の
減
少

に
伴
い
各
産
業
の
就
業
者
数
は
、
減
少

を
続
け
て
い
ま
す
。 

平
成

年 
平
成

年 

平
成

30
年 

令
和
元
年 

令
和
２
年 

令
和
３
年 

令
和
４
年 

国道５７号北側復旧道路 

令
和
５
年 

 

 

５ 

 

 

一
の
宮
町
、
阿
蘇
町
、
波
野
村
が
合

併
し
て
「
阿
蘇
市
」
誕
生 

Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園
空
間
博
物
館
総
合
案
内

所
が
落
成 

 

阿
蘇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送
局
開
局 

波
野
中
学
校
新
校
舎
が
落
成 

 

汚
泥
処
理
再
生
セ
ン
タ
ー(

赤
水)

完
成 

阿
蘇
神
社
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指

定 Ａ
Ｓ
Ｏ
環
境
共
生
基
金
設
立 

東
部
森
林
基
幹
林
道
開
通 

第

回
全
国
育
樹
祭
が
阿
蘇
市｢

阿

蘇
み
ん
な
の
森｣

で
開
催 

 

阿
蘇
市
内
を
横
断
す
る
幹
線
道
路
整

備
に
着
手 

内
牧
支
所
が
新
築
・
移
転 

道
の
駅
「
阿
蘇
」
開
駅 

 

阿
蘇
地
域
が
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認

定 

 

内
牧
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
ク
「
あ
そ
☆

ビ
バ
」
オ
ー
プ
ン 

 

阿
蘇
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
完
成 

阿
蘇
西
ふ
れ
あ
い
市
場 

「
あ
か
み
ず
」
オ
ー
プ
ン 

阿
蘇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
光
運
用
開
始 

第
１
回
大
阿
蘇
火
の
山
ま
つ
り
開
催 

第
１
回
大
阿
蘇
元
気
ウ
オ
ー
ク
開
崔 

 

九
州
北
部
豪
雨 

阿
蘇
中
学
校
開
校 

 

阿
蘇
地
域
が
世
界
農
業
遺
産
に
認
定 

阿
蘇
小
学
校
開
校 

火
の
国
阿
蘇
の
恵
み
の
ブ
ラ
ン
ド

「
然
」
発
信
開
始 

 

阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー
開
院 

阿
蘇
地
域
が
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定 

 

阿
蘇
市
誕
生
10
周
年
記
念
式
典 

阿
蘇
草
原
保
全
セ
ン
タ
ー
開
館 

阿
蘇
中
岳
大
規
模
噴
火 

（
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
３
） 

  

阿
蘇
市
は
、
熊
本
県
の
北
東
部
、
阿
蘇
地
域
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
し
て
お
り
、
熊
本
県
と
大
分
県
の
県
境
を
有
し
、
大

分
の
２
市
を
含
め
て
８
つ
の
市
町
村
と
隣
接
し
て
い
ま
す
。

市
域
は
東
西
約
30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約
17
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
、
面
積
は
３
７
６.

３
０
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
な

り
ま
す
。 

地
形
は
、
阿
蘇
五
岳
を
中
心
と
す
る
世
界
最
大
級
の
カ
ル

デ
ラ
や
広
大
な
草
原
を
有
し
、
比
較
的
平
坦
地
の
多
い
阿
蘇

谷
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
阿
蘇
外
輪
地
域
で
形
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
市
の
大
部
分
が
阿
蘇
く
じ
ゅ
う
国
立
公
園
内
に
あ
り
、

野
焼
き
に
代
表
さ
れ
る
人
と
自
然
の
共
生
に
よ
っ
て
守
ら
れ

て
き
た
広
大
な
草
原
や
、
オ
オ
ル
リ
シ
ジ
ミ
を
は
じ
め
と
す

る
阿
蘇
特
有
の
希
少
動
植
物
な
ど
豊
富
な
自
然
と
様
々
な
地

域
資
源
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。 

気
候
は
、
年
平
均
気
温
約
13
℃
、
年
間
降
水
量
約
３
０

０
０
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
、
四
季
を
通
じ
て
比
較
的
冷
涼
で
多

雨
な
地
域
で
す
。 

産
業
は
、
平
坦
地
で
の
稲
作
や
園
芸
作
物
、
山
間
地
で
の

高
冷
地
野
菜
づ
く
り
を
主
と
し
た
農
業
と
雄
大
な
自
然
景
観

や
阿
蘇
神
社
を
は
じ
め
と
す
る
歴
史
遺
産
を
活
か
し
た
観
光

が
主
と
な
り
ま
す
。 

７００万本のソバの花 

平
成

年 

平
成

年 

平
成

年 

平
成

年 

平
成

年 

平
成

年 

平
成

年 

平
成

年 

平
成

年 

平
成

年 

平
成

年 



 

 

８ 冬の中岳と登山道中に見られる樹氷 野焼き風景（３月頃） 

手野の大杉（国造神社内） 

阿蘇ユネスコジオパーク 

●古閑の滝ジオサイト 

阿蘇ユネスコジオパーク 

●仙酔峡ジオサイト（５月頃のミヤマキリシマ） 

阿蘇ユネスコジオパーク 

●荻岳ジオサイト 

草千里を照らす星空 

阿蘇ユネスコジオパーク 

●米塚ジオサイト（国指定名勝及び天然記念物） 

阿
蘇
市
は
、
世
界
最
大
級

の
カ
ル
デ
ラ
や
、
阿
蘇
中
岳

火
口
を
は
じ
め
と
す
る
魅
力

あ
ふ
れ
る
自
然
と
、
阿
蘇
神

社
や
神
楽
な
ど
の
伝
統
・
文

化
施
設
、
多
数
の
宿
泊
施
設

が
立
地
し
た
温
泉
地
な
ど
、

多
く
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
有

す
る
ま
ち
と
し
て
繁
栄
し
て

き
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の
ス
ポ
ッ
ト
の
中

に
は
、
ユ
ネ
ス
コ
の
正
式
事

業
と
な
っ
た
阿
蘇
ユ
ネ
ス
コ

ジ
オ
パ
ー
ク
の
ジ
オ
サ
イ
ト

が
あ
り
、
阿
蘇
火
山
の
大
地

と
人
間
生
活
に
触
れ
、
生
き

た
阿
蘇
の
魅
力
に
迫
る
感
動

の
体
験
が
で
き
る
場
所
が
あ

り
ま
す
。 

 

 

７ 

草千里ヶ浜で乗馬を楽しむ観光客 草千里ヶ浜から火口を望む 

阿蘇ユネスコジオパーク 

●大観峰カルデラジオサイト 

明治の文豪、徳富蘇峰が、その雄大な景色を見て名付けた展

望所『大観峰』からは、見事なカルデラの形、お釈迦様が寝そ

べったよう（「涅槃像」（ねはんぞう））に見える阿蘇五岳や

九重連山などを見ることができます。年に数回、阿蘇谷が湖に

なったかのような幻想的な雲海を見ることもできます。 

阿蘇ユネスコジオパーク 

●草千里ジオサイト 直径約１㎞もある火口跡で、今は美しい草原となっています。 

大観峰から望む｢阿蘇の五岳｣ 

上空から見た阿蘇中岳火口 

阿蘇ユネスコジオパーク 

●中岳ジオサイト 



 

 

１０ 

中
江
の
岩
戸
神
楽 

 

横
堀
の
岩
戸
神
楽 

(

市
指
定
民
俗
文
化
財)

 
 

中
江
・
横
堀
地
区
の
神
楽
は
、

豊
後
神
楽
の
系
統
で
大
分
県
か
ら

伝
わ
っ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
中
江
の
岩
戸
神
楽
は
、
明
和

２
年
（
１
７
６
５
）
に
大
野
川
流

域
の
村
々
を
経
て
、
御
獄
流
の

33
座
が
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

横
堀
の
岩
戸
神
楽
は
、
文
政
６
年

（
１
８
２
３
）
に
は
始
ま
っ
て
お

り
、
深
山
流
の

13
座
が
継
承
さ

れ
て
い
ま
す
。 

阿
蘇
の
虎
舞 

 

阿
蘇
に
伝
わ
る
虎
舞
は
獅
子
頭

で
演
じ
ま
す
。
阿
蘇
神
社
に
奉
納

さ
れ
る
獅
子
舞
に
遠
慮
し
、
地
域

に
受
け
継
が
れ
、
演
じ
て
き
た
も

の
を
虎
舞
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
厳

し
い
生
活
の
中
、
獲
得
し
た
豊
作

へ
の
感
謝
と
来
年
の
豊
作
の
願
い

を
込
め
、
農
耕
文
化
か
ら
誕
生
し

た
芸
能
で
す
。 

 

豊後街道二重峠石畳 

（国指定史跡） 

九十九折の急坂を長さ約１．

６㎞、幅約３ｍの道に側溝・水

切り等が設けてあります。 

乳の木 

（市指定天然記念物） 

樹幹５．４ｍ、樹高２９ｍ、樹齢

２００年以上と伝えられています。 

天神橋（市指定建造物） 

弘化４年（１８４７）に架け

られ、石工の卯助は霊台橋も手

がけています。 

阿蘇の文化的景観 

（国選定重要文化的景観） 

長年にわたり人の手によって維持

されてきた日本最大の草原景観で、

牧野として利用されるほか、希少野

生動植物にとって重要な生息域と

なっています。  

西巌殿寺山上本堂の仏像 

（県指定彫刻） 

本尊は健磐龍命の本地仏の現存

最古のもので樟材の一木造。平安

時代後期頃の作品です。 

米塚及び草千里ヶ浜 

（国指定名勝及び天然記念物） 

神話や詩歌の源泉となった優美な
風致景観で、阿蘇山噴火史の特質を
示す２つの火山として重要です。 

中通古墳群 

（県指定史跡） 

前方後円墳２基と円墳８基によ

る熊本県を代表する古墳群です。 

紺紙金泥般若心経後奈良院宸翰 

（国指定重要文化財） 

後奈良天皇が諸国の一の宮に奉納し

国家の安泰と国民の幸せを祈ったもの

です。 

阿
蘇
市
の
宝 

阿
蘇
地
方
に
人
々
の
生
活
の
痕
跡
が

認
め
ら
れ
る
の
は
、
旧
石
器
時
代
か
ら

（
今
か
ら
約
２
万
年
前
）
に
な
り
ま

す
。
連
綿
と
続
く
文
化
の
営
み
の
も

と
、
先
人
が
築
い
て
き
た
伝
統
文
化
・

歴
史
遺
産
を
後
世
に
伝
承
し
保
護
・
啓

発
し
て
い
く
こ
と
は
、
阿
蘇
市
の
み
な

ら
ず
世
界
人
類
の
責
務
で
す
。 

阿
蘇
市
内
に
は
国
・
県
・
市
指
定
等

の
有
形
文
化
財
40

件
、
民
俗
文
化
財
19

件
、
記
念
物

69

件
、
文
化
的
景
観
１

件
、
合
計

129

件
が
あ
り
ま
す
。
（
令
和

６
年
２
月
現
在
） 

 

 

９ 

市
民
の
生
活
の
な
か
に
生
き
続
け
る
歴
史
と
文
化
・
伝
統 

 

豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
阿
蘇
に
は
、
独
自
の
風
土
に
培

わ
れ
た
文
化
が
あ
り
ま
す
。 

近
年
、
地
域
文
化
資
源
や
歴
史
的
遺
産
へ
の
関
心
と
学
習
意
欲

が
高
ま
っ
て
お
り
、
地
域
住
民
と
連
携
し
文
化
振
興
を
推
進
し
て

い
ま
す
。 

阿蘇神社 (国指定重要文化財) 

阿蘇神社は、延喜式に記載される古社で、中

世には肥後国一の宮として崇敬され、孝霊天皇

９年に初代阿蘇国造の速瓶玉命により創建され

たと伝えられます。阿蘇開拓の祖神、健磐龍命

をはじめ１２神をまつっており、末社は全国に

５００社を超えます。平成１９年に一の神殿・

二の神殿・三の神殿・楼門・神幸門・還御門の

計６棟が国の重要文化財に指定されました。平

成２８年熊本地震では、楼門が倒壊するなど重

要文化財に被害が出たほか、拝殿などその他の

歴史的建造物にも大きな被害が発生しました

が、令和５年１２月には倒壊前の元の部材７割

を活かして組み立てられた楼門の復旧が完了

し、元の姿を取り戻しました。 

阿蘇神社や関係の神社で

は、稲の生育過程に沿った段

階的な稲作儀礼が今に伝えら

れています。これらは、大自

然の恵みに感謝する古の人々

の素朴な折りが“かたち”と

してよく現れています。 

この一連の祭りは、稲作儀

礼の典型であると評価され、

昭和５７年に国の重要無形民

俗文化財に指定されました。 

祭りの対象となる地域は、

氏子区域を越えて阿蘇谷全体

の広範囲に及んでおり、その

素朴な祭祀と長閑な自然との

調和は、古式ゆかしい風景を

醸し出しています。 

阿蘇の農耕祭事 （国指定重要無形民俗文化財） 

火焚き神事 



 

 

大阿蘇元気ウオーク（９月頃） 

雄大な自然を感じながら市内の各史跡や名所をゆっくりと堪能でき

るウオーキングイベント。 

火振り神事（３月） 

年神が姫神をめとる｢御前迎え｣の行程の一つで、御神体を迎えるため、縄の

先の芽束に火をつけて振り回す様子は美しく幻想的。 

おんだ祭り（御田植神幸式・７月） 

阿蘇大明神が阿蘇開拓と農耕の道をひろめた神徳をたたえ、年々の

豊作を祈るもので、青々とした、阿蘇の田園の中をゆったりと進む宇
う

奈
な

利
り

は、盛夏の阿蘇谷にいにしえの古式ゆかしい絵巻を見るような感

激を与えてくれます。 

自
然
豊
か
な
環
境
や
伝
統
を
い
か
し
た
祭

り
、
長
い
歴
史
の
な
か
で
変
わ
ら
ず
に
守
り

伝
え
ら
れ
た
神
事
な
ど
、
阿
蘇
市
に
は
独
特

の
祭
り
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
地
域
活
性
化
な
ど
を
目
的
に
、
市

民
主
体
の
催
し
が
各
地
域
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。 こ

れ
ら
の
祭
り
は
、
１
年
を
通
し
て
阿
蘇

の
魅
力
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

神楽フェスティバル（１０月） 

県内外から多くの神楽団体が集い、舞を披露しあう神楽の祭典。 

大阿蘇火の山まつり（８月） 

 市民の夏祭りとして長年親しまれてきた祭り。 

１２ 
 

 

１１ 

横参道のサクラ（３月下旬～４月上旬） 

全国的にも貴重な阿蘇神社の横参道を桜の花びらが彩

ります。 

バラ祭り 

（春:４月下旬～６月上旬、秋:１０月中旬～１１月中旬） 

西日本最大級のバラドーム温室に750種4,000株の世界中

のバラが咲き誇ります。期間中は「バラ祭り」としていろ

いろな催しが開催されます。 

ミヤマキリシマ 

仙酔峡（５月上旬～中旬）、阿蘇山上一帯（５月下旬～６月上旬） 

阿蘇中岳と高岳の北側中腹の渓谷にミヤマキリシマ(ツツジ)が咲き乱れます。その美しさは仙人も酔う

ほどだといわれ、仙酔峡と名付けられました。 

また、阿蘇山上一帯でもミヤマキリシマが鮮やかな紅紫の花を咲かせます。 

仙酔峡のミヤマキリシマ 阿蘇山上のミヤマキリシマ 

スズラン自生地（５月頃） 

日本最南端のスズラン自生地として知

られる「波野のスズラン」。開花時期

には波野高原に５万株の花が咲きま

す。 

長寿ヶ丘公苑（ツツジ）（４月下旬～５月上旬） 

狩尾地域の方々が管理する長寿ヶ丘公苑に１万株のツツジが山肌

にビッシリ。阿蘇五岳が一望できるビュースポットとしても楽しめ

ます。トイレ・駐車場も完備。 



 

 

１４ 

道の駅 波野｢神楽苑｣ 

神楽公演の屋外劇場、物産館、レストランがあります。特に特産物

｢そば｣や高原野菜、山菜が人気で、連日多くの人が訪れます。 

四季彩いちのみや 

阿蘇の山並みを一望できる直売所で地域の農家が愛情たっぷりに

育てた野菜などが並びます。 

ASO MILK FACTORY 

バラドーム温室とイングリッシュローズガーデンを中心と

した施設です。その他、物産館・レストラン等があります。 

ASO田園空間博物館（道の駅「阿蘇」併設） 

休憩・情報発信・地域の連携機能の３つを併せ

持った総合案内所。また、館内では阿蘇の物産品

の展示や販売も行っています。 

道の駅「阿蘇」 

阿蘇五岳を正面に望むという特異なロケーションをいかして、優れ

た景観が見られるよう整備されています。また、国道５７号、国道２

１２号、阿蘇登山ルートに面し、ＪＲ阿蘇駅にも隣接しており、休憩

だけでなく阿蘇の回遊、情報発信の拠点として多くの人が利用してい

ます。 

阿蘇坊中温泉 夢の湯 

源泉掛け流しの天然温泉！県産木・檜や杉をふんだんに

使った温泉館。茶褐色の湯でやわらかい温泉です。 

 

 

１３ 

阿蘇内牧ファミリーパークあそ☆ビバ 

阿蘇中央公園に隣接する楽しさ満載の大型コンビネーション遊具施設です。 

古代の里キャンプ村 

オートキャンプやフリーキャンプ、冷暖房や浴室を完

備したコテージ、バーベキュー施設があります。 

阿蘇草原保全活動センター 

阿蘇の草原を学び、楽しむための施設です。相談窓口や

ワークスペースがあり、草原に関する情報発信等を行ってい

ます。また、草原等のイベントが行われる芝生広場もありま

す。 

阿
蘇
市
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
体
育
館
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ

施
設
、
物
産
館
、
宿
泊
・
研
修
施
設
、
温
泉
セ
ン
タ
ー
な

ど
、
数
多
く
の
公
共
施
設
が
あ
り
ま
す
。
自
然
と
の
調
和

と
共
存
、
そ
し
て
心
の
豊
か
さ
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
、

様
々
な
施
設
・
設
備
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。 

特
に
、
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
等
の
受
け
入
れ
体
制
の
充
実
を

図
っ
た
施
設
や
、
高
冷
地
野
菜
直
販
所
な
ど
を
兼
ね
た
休

憩
所
な
ど
は
、
市
民
の
み
な
ら
ず
市
外
の
方
か
ら
も
多
く

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

なみの高原やすらぎ交流館 

廃校になった小学校を利活用した宿泊・研修施設です。 



 

 

１６ 

農村公園あぴか 

各種スポーツ・イベントなど幅広く利用できる多目的グラウンドや陸上競技場、

ちびっこ広場、弓道場などがあり、地元のクラブ活動、県内外からのスポーツ大

会・合宿等で利用されています。 

阿蘇体育館 

屋内スポーツに加えコンサートや講演会などに利用できる多目的

総合体育館で、武道場、トレーニング室、冷暖房設備などを備え、

幅広く利用されています。 

 

 
 
 
 
 

（
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
） 

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
と
は
、
『
い

つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・

だ
れ
で
も
』
を
テ
ー
マ

に
、
生
涯
に
わ
た
っ
て

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
な

が
ら
、
学
校
、
世
代
、

種
目
等
に
と
ら
わ
れ
ず

地
域
の
交
流
を
図
る
ク

ラ
ブ
で
す
。
運
動
を
習

慣
化
す
る
こ
と
で
、
健
康
水
準
が 

改
善
さ
れ
、
医
療
費
の
抑

制
に
も
繋
が
り
ま
す
。 

令
和
６
年
２
月
現
在
、
11

種
目
（
卓
球
（
硬
式
・
ラ
ー
ジ

ボ
ー
ル
）
・
ゴ
ル
フ
（
練
習
場
・
ゴ
ル
フ
場
）
・
シ
ョ
ー
ト

テ
ニ
ス
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
ピ
ラ
テ
ィ

ス
・
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
・
サ
ッ
カ
ー
・
テ
コ
ン
ド
ー
・
ク
ラ

シ
ッ
ク
バ
レ
エ
・
ヨ
ガ
）
の
活
動
を
実
施
し
、
子
供
か
ら
高

齢
者
ま
で
楽
し
く
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

生
涯
学
習
を
通
し
て
個
性
あ

ふ
れ
る
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く

り 個
性
あ
ふ
れ
る
生
涯
学
習
都
市
づ
く
り
の
実

現
に
向
け
、
趣
味
・
教
養
を
高
め
て
明
る
い
毎

日
が
過
ご
せ
る
よ
う
、
社
会
教
育
団
体
等
と
連

携
し
な
が
ら
公
民
館
活
動
な
ど
組
織
づ
く
り
と

活
動
の
拡
大
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
子
供
た
ち
の
放
課
後
の
空
い
た
時
間

を
有
効
活
用
す
る
た
め
に
、
放
課
後
子
ど
も
総

合
プ
ラ
ン
推
進
事
業
や
地
域
住
民
の
参
画
に
よ

り
、
子
供
た
ち
の
成
長
を
支
え
、
地
域
を
創
生

す
る
地
域
学
校
協
働
活
動
事
業
を
推
進
す
る
な

ど
、
地
域
全
体
で
子
供
を
育
て
る
シ
ス
テ
ム
の

構
築
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

社
会
体
育
は
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
「
ち
ょ

い
ス
ポ
」
、
地
域
対
抗
駅
伝
大
会
な
ど
の
実

施
、｢

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ｣

を
通
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
健
康
で
活
力
あ
る
地

域
づ
く
り
や
人
づ
く
り
及
び
生
涯
を
通
じ
た
体

力
づ
く
り
の
環
境
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
大
人

も
子
供
も
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
各
期
に
応
じ
た

魅
力
あ
る
学
習
機
会
、
学
習
内
容
の
充
実
を
図

り
、
互
い
に
高
め
あ
え
る
生
涯
学
習
社
会
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

地域対抗市民駅伝大会 阿蘇図書館 

 

 

１５ 

地域体験活動 登下校の見守り活動 

 

 

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
は
、
「
地
域
と
と
も
に

あ
る
学
校
づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
の
仕
組
み
の
こ
と

で
す
。 

阿
蘇
市
の
す
べ
て
の
小
・
中
学
校
で
は
保
護
者
や
地
域

住
民
等
の
学
校
運
営
に
対
す
る
参
画
推
進
や
、
連
携
強

化
を
進
め
る
こ
と
で
、
学
校
と
保
護
者
、
地
域
住
民
と

の
信
頼
関
係
を
深
め
、
一
体
と
な
っ
て
学
校
運
営
の
改

善
や
児
童
生
徒
の
健
全
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

タブレットを使った授業 

職場体験学習 

の
び
や
か
な
教
育
を
進
め
、
情
緒
豊
か

な
個
性
あ
る
児
童
・
生
徒
を
育
成 

 

ふ
る
さ
と
を
誇
り
と
し
、
認
め
合
い
、
学
び
合
い
、
励

ま
し
合
い
、
未
来
を
拓
く
活
力
あ
る
阿
蘇
市
民
を
育
成
す

る
た
め
、
意
欲
的
に
学
習
に
励
む
た
め
の
必
要
な
教
育
環

境
を
整
え
、
す
べ
て
の
子
供
た
ち
に
確
か
な
学
力
、
豊
か

な
心
を
育
む
と
と
も
に
、
健
や
か
な
体
の
育
成
を
め
ざ
す

学
校
教
育
を
し
っ
か
り
と
支
援
し
て
い
ま
す
。 

学習ボランティア 



 

 

１８ 

生
涯
を
通
し
て
い
き
い
き

と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り 

誰
も
が
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
自
ら
選

択
し
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ

う
、
自

助
、
互

助
、
公

助

が

一

体

と

な
っ
た
地
域
福
祉
を
目
指
し
て
い
ま

す
。 そ

の
た
め
に
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
や
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
が
拠

点
と
な
り
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
が
地

域
で
自
立
す
る
た
め
に
必
要
な
支
援
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
相
談
支
援
等
に

よ
り
常
に
高
齢
者
と
障
が
い
者
の
声
を

聞
き
、
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
促
進
と
充
実

に
努
め
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

安
全
確
保
と
健
全
育
成
を
積
極
的
に
図

る
と
と
も
に
、
保
育
施
設
の
充
実
、
ひ

と
り
親
家
庭
へ
の
支
援
、
延
長
保
育
、

障
が
い
児
保
育
な
ど
子
育
て
環
境
の
整

備
を
推
進
し
ま
す
。 

食事介助の体験教室 あそ上寿園訪問 

 

 

   

日
常
生
活
に
必
要
な
能
力
の
維
持
向
上
を
目
的
と
し

た
「
い
き
い
き
教
室
」
を
65
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
実

施
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
教
室
で
は
、
運
動
能
力
の
低
下
や
閉
じ
こ
も

り
、
軽
度
認
知
症
な
ど
の
予
防
を
目
的
と
し
て
、
体
操

や
脳
活
性
化
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
健
康
講
話
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

１７ 

生
涯
を
通
じ
た
、
市
民
の
健
康

づ
く
り
を
積
極
的
に
支
援 

健
康
は
日
々
の
生
活
習
慣
に
よ
っ
て
作
ら
れ

て
い
き
ま
す
。 

 

生
涯
を
通
じ
て
市
民
の
健
康
を
守
る
た
め

に
、
本
市
で
は
乳
幼
児
や
成
人
の
健
康
診
断
、

各
種
が
ん
検
診
及
び
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め

の
保
健
指
導
や
家
庭
訪
問
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

少
子
化
・
高
齢
化
社
会
が
到
来
し
て
い
る
中

で
、
自
身
の
健
康
に
関
心
を
持
ち
、
自
主
的
な

健
康
習
慣
の
継
続
が
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。 

 

住民健診 

乳幼児健診 

健康教育 



 

 

２０ 

阿蘇駅と路線バス 

安
全
で
便
利
な
生
活
環
境

づ

く

り

を

推

進

す

る 

 

環
境
の
変
化
に
対
応
で
き
る
快
適
な
生

活
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

生
活
の
基
盤
で
あ
る
道
路
及
び
河
川
に

つ
い
て
は
、
計
画
的
な
整
備
と
適
切
な
維

持
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。 

 

市
民
生
活
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る

た
め
、
公
共
交
通
の
拠
点
整
備
・
促
進
・

見
直
し
を
行
い
、
地
域
の
実
情
や
要
望
を

考
慮
し
た
路
線
バ
ス
の
再
編
や
、
乗
合
タ

ク
シ
ー
の
導
入
を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま

す
。 

成川中通線 

令
和
６
年
４
月
１
日
現
在
、
832
戸
の
市

営
住
宅
を
管
理
し
て
い
ま
す
。
平
成
30
年

度
に
策
定
し
た
阿
蘇
市
営
住
宅
総
合
基
本

計
画
に
基
づ
き
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
を
取
り
入
れ
た
公
営
住
宅
建
替
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

情
報
通
信
基
盤
に
つ
い
て
は
、
地
域
活

性
化
と
連
動
し
た
光
イ
ン
フ
ラ
を
市
内
全

域
に
整
備
す
る
と
と
も
に
、
各
世
帯
へ
設

置
し
た
Ｉ
Ｐ
告
知
電
話

「
お
知
ら
せ
端
末
」
へ

の
告
知
放
送
な
ど
、
急

速
な
情
報
化
社
会
の
伸

展
に
対
応
す
る
た
め
の

取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。 

下水道処理施設 

各世帯のお知らせ端末は令和５～７年度

で新しい機器に更新（画像は新端末） 

阿蘇市営住宅「赤水西団地」 

  

路
線
バ
ス
の
廃
止
等
に
よ

り
、
「
公
共
交
通
機
関
が
な

い
地
域
」
と
「
公
共
施
設
や

商
店
街
、
医
療
機
関
の
あ
る

市
街
地
（
宮
地
・
内
牧
・
坊

中
）
」
を
結
ぶ
公
共
交
通
機

関
で
す
。 

 

運
行
日
や
運
行
時
間
が
決

ま
っ
て
お
り
、
利
用
す
る
際

は
事
前
に
予
約
が
必
要
で

す
。
利
用
者
の
方
々
で
乗
り

合
っ
て
行
く
こ
と
に
な
り
、 

料
金
も
低
額
で
安
心
し
て
利

用
で
き
ま
す
。 

 

水
は
市
民
の
生
活
や
産
業
活
動
等
に
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
資
源
で
す
。

上
水
道
事
業
で
は
、
安
心
し
て
利
用
で
き

る
水
を
安
定
的
に
供
給
し
、
下
水
道
事
業

で
は
利
用
し
た
水
を
き
れ
い
に
し
て
自
然

に
返
す
こ
と
で
、
公
衆
衛
生
の
向
上
と
生

活
環
境
の
改
善
、
河
川
等
の
水
質
保
全
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

 

山田水源地 

 

 

豊
か
な
自
然
環
境
を
い
つ

ま
で
も
美
し
く
保
つ 

 

阿
蘇
の
く
ら
し
は
、
先
人
た
ち
が
守

り
育
て
て
き
た
自
然
環
境
か
ら
様
々
な

恩
恵
を
受
け
営
ま
れ
て
い
ま
す
。 

美
し
い
田
園
、
緑
豊
か
な
森
林
、
さ

わ
や
か
な
草
原
、
清
ら
か
な
水
な
ど
、

こ
れ
ら
の
自
然
環
境
を
保
全
・
活
用
し

次
世
代
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
は
、
今
の

私
た
ち
に
と
っ
て
重
要
な
責
務
で
す
。 

こ
の
自
然
環
境
を
守
る
た
め
に
、
市

民
一
人
一
人
が
共
通
認
識
を
持
っ
て
行

動
し
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
や
適
正
処
分
処

理
、
浄
化
槽
の
設
置
な
ど
、
環
境
負
荷

の
低
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
各
種
団

体
と
連
携
し
て
地
下
水
の
保
全
、
適
正

な
森
林
管
理
、
多
様
な
生
態
系
を
持
つ

草
原
の
維
持
に
努
め
て
い
ま
す
。 

１９ 

 

阿
蘇
の
自
然
を
維
持
・
保
全
し
後
世
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
「
Ａ

Ｓ
Ｏ
環
境
共
生
基
金
」
を
設
け
て
い
ま
す
。
阿
蘇
に
想
い
を
寄
せ

て
い
た
だ
け
る
全
国
各
地
の
方
々
の
ご
支
援
を
寄
附
（
募
金
）
と

し
て
受
け
、
阿
蘇
の
自
然
環
境
保
全
、
子
供
た
ち
へ
の
環
境
教
育

な
ど
の
事
業
資
金
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。 

希少野生動植物のオオルリシジミ 阿蘇を彩る植物 

草原環境学習 

草原の清掃活動 



 

 

２２ 

医
療
を
通
じ
て
住
み
よ
い

環
境
を
整
え
る 

地
域
の
中
で
の
疾
病
の
予
防
や
健
康

の
維
持
、
増
進
の
た
め
の
活
動
、
在
宅

の
慢
性
疾
患
の
患
者
、
地
域
で
暮
ら
す

高
齢
者
、
障
害
者
の
介
護
支
援
や
専
門

的
な
助
言
、
妊
婦
の
保
健
指
導
な
ど
疾

患
の
治
療
だ
け
で
な
く
、
幅
広
く
活
動

を
行
い
、
地
域
の
人
々
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
環
境
を
整
備
し
て
い
ま
す
。 

阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
旧
阿
蘇
中
央
病
院

を
前
身
と
し
て
、
平
成
26
年
８
月
に
新
築
移
転

し
ま
し
た
。 

脳
疾
患
・
心
疾
患
の
救
急
医
療
体
制
の
ほ
か

地
域
の
需
要
に
対
応
し
た
診
療
機
能
を
整
備

し
、
安
全
安
心
で
良
質
な
医
療
の
提
供
を
基
本

方
針
に
日
々
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

政
策
医
療
面
に
お
い
て
は
、
５
疾
病
（
脳
卒

中
・
急
性
心
筋
梗
塞
・
が
ん
・
糖
尿
病
・
精
神

疾
患
）
５
事
業
（
救
急
医
療
・
災
害
医
療
・
へ

き
地
医
療
・
小
児
医
療
・
周
産
期
医
療
）
＋
２

（
在
宅
医
療
・
感
染
対
策
医
療
）
を
担
う
な

ど
、
阿
蘇
圏
域
の
中
核
病
院
と
し
て
の
機
能
充

実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
圏
域
唯
一
の
第
二
種
感

染
症
指
定
医
療
機
関
で
も
あ
る
た
め
、
指
定
医

療
機
関
と
し
て
更
に
機
能
強
化
を
図
り
使
命
を

果
た
し
て
い
く
と
と
も
に
、
医
療
政
策
の
諸
課

題
に
対
応
し
て
い
き
、
地
域
に
お
け
る
医
療
需

要
や
疾
病
構
造
の
変
化
に
適
応
で
き
る
体
制
整

備
に
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

 

 

 

  

阿
蘇
地
域
で
は
、
平
日
の
夜
間
及
び
休

日
の
昼
夜
間
の
救
急
医
療
に
対
応
す
る
病

院
群
輪
番
制
病
院
運
営
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
内
科
ま
た
は
外
科
の
い
ず
れ
か
を

毎
日
５
病
院
（
阿
蘇
医
療
セ
ン
タ
ー
・
阿

蘇
温
泉
病
院
・
大
阿
蘇
病
院
・
小
国
公
立

病
院
・
阿
蘇
立
野
病
院
）
が
担
当
し
て
い

ま
す
の
で
、
休
日
で
も
夜
間
で
も
常
に
受

診
で
き
ま
す
。 

ま
た
、
日
曜
、
祝
日
に
は
市
内
十
数
箇

所
の
民
間
病
院
が
交
代
で
診
療
す
る
休
日

在
宅
医
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

阿蘇医療圏の中核的な医療を支える阿蘇医療センター 

ＡＥＤ講習 

ヘリポート 

消防救急 

 

 

   

災
害
か
ら
大
切
な
家
族
の
身
を
守
る
た
め
、
正
確
な
防
災
情

報
を
入
手
し
、
早
め
に
行
動
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
阿
蘇
市

で
は
、
防
災
行
政
無
線
の
ほ
か
、
安
全
安
心
メ
ー
ル
・
防
災
ア

プ
リ
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の
多
様
な
ツ
ー
ル
で
い
ち
早
く
防
災
情

報
を
届
け
ま
す
。 

 

   

各
世
帯
に
設
置
の
「
お
知
ら
せ
端
末
」
で

配
信
さ
れ
る
市
役
所
や
学
校
か
ら
の
各
種
情

報
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
パ

ソ
コ
ン
の
ブ
ラ
ウ
ザ
で
受
信
で
き
ま
す
。 

ま
た
、
利
用
者
が
情
報
を
投
稿
し
、
利
用

者
同
士
で
情
報
交
換
で
き
ま
す 

 

各種交通安全推進団体による交通安全運動 

避難訓練時に行われた応急手当講習 

消
防
・
防
災
体
制
、
防
犯
体
制
の
充

実
と
、
市
民
一
人
一
人
の
防
災
・
防
犯

意
識
の
徹
底
に
よ
る
予
防
対
策
の
充
実

に
努
め
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
と
犯
罪
か
ら

市
民
の
生
命
・
財
産
を
守
る
こ
と
を
基

本
に
、
防
災
面
で
は
平
成
24
年
の
九
州

北
部
豪
雨
、
平
成
28
年
熊
本
地
震
の
経

験
を
踏
ま
え
、
安
全
で
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

阿蘇中岳の爆発的噴火を想定した山上避難訓練 

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

で
あ
り
続
け
る
た
め
に 

世
界
有
数
の
カ
ル
デ
ラ
地
帯
内
に
位

置
す
る
阿
蘇
市
は
、
火
山
灰
地
質
に
覆

わ
れ
、
災
害
が
発
生
し
や
す
い
地
質
条

件
に
あ
り
ま
す
が
、
自
然
災
害
が
発
生

し
て
も
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
ら

れ
る
よ
う
、
防
災
対
策
の
充
実
に
力
を

注
い
で
い
ま
す
。 

消防団辞令交付式 
２１ 



 

 

２４ 

阿
蘇
市
で
は
、
地
域
を
活
性
化

し
て
い
く
手
段
と
し
て
、
地
元
の

美
味
し
く
新
鮮
な
野
菜
な
ど
を
使

い
、
量
産
品
で
は
味
わ
え
な
い
豊

か
で
美
味
し
い
農
産
物
加
工
品
を

開
発
・
商
品
化
し
て
き
ま
し
た
。 

ふ
る
さ
と
納
税
で
は
、
現
在
12

の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
「
阿
蘇
た

か
な
漬
」
や
「
あ
か
牛
」
を
は
じ

め
と
し
た
特
産
品
を
返
礼
品
と
し

て
出
品
し
て
お
り
、
順
調
に
認
知

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
全

国
の
消
費
者
へ
の
訴
求
を
続
け
ま

す
。 

波野高原そばで作ったそば商品 あか牛を使った商品 農産物加工グループなどの商品 

特産のそば 

高冷地野菜のキャベツ 

トルコギキョウの栽培 

いちご 

トマト（夏秋） 【
林
業
の
振
興
対
策
】 

多
様
な
森
林
施
業
を
よ
り
効
率
的

か
つ
低
コ
ス
ト
で
行
う
た
め
に
森
林

環
境
譲
与
税
等
を
活
用
し
、
林
道
・

作
業
道
等
を
は
じ
め
と
し
た
生
産
基

盤
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
森
林
の

有
す
る
公
益
的
機
能
の
増
進
の
た
め

複
層
林
・
長
伐
期
施
業
を
推
進
し
、

本
地
区
特
有
の
自
然
条
件
を
背
景
に

活
力
あ
る
森
林
づ
く
り
を
目
標
と
し

て
振
興
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

 

農林業の多面的 

 機能を有する阿蘇 

農林業を営むことで、国土の

保全、九州の水源涵養、圃場の

治水機能、自然環境の保全、良

好な景観の形成が図られ、災害

に強い環境が整います。 

また、先人の貴重な技術や食

文化の伝承、地産地消による学

校の食育活動や農福連携など、

多面的な機能が発揮され、私た

ちの生活に大切な役割を持って

います。 

間伐の様子 人工林の杉林 

アスパラガス 

「
阿
蘇
た
か
な
漬｣

 

混
ぜ
ご
飯
の
具
と
し
て
も
最
適
で
、

｢

た
か
な
飯｣

は
地
元
料
理
の
定
番
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

季節ごとの阿蘇の田園風景 

２３ 

春 

夏 

秋 

冬 

実りの秋の稲刈り作業 

阿
蘇
市
は
、
比
較
的
平
坦
な
地
域

と
そ
れ
を
取
り
巻
く
山
間
地
域
で
形

成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
特
性
を

活
か
し
た
営
農
形
態
の
中
で
農
業
経

営
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

比
較
的
平
坦
な
地
域
で
は
、
水
稲

を
は
じ
め
、
麦
・
そ
ば
・
大
豆
の
土

地
利
用
型
農
業
と
畜
産
が
中
心
で
、

ト
マ
ト
や
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
イ
チ
ゴ

な
ど
の
施
設
園
芸
も
盛
ん
で
す
。
畑

作
物
が
中
心
の
山
間
地
域
で
は
、
高

冷
地
野
菜
・
そ
ば
・
花
き
な
ど
が
盛

ん
で
、
中
で
も
キ
ャ
ベ
ツ
は
九
州
有

数
の
生
産
地
で
す
。 

 

【
農
業
振
興
対
策
】 

 

高
齢
化
や
担
い
手
不
足
が
深
刻
に
な
っ
て
い

る
中
で
、
ス
マ
ー
ト
農
業
等
の
新
技
術
の
活
用

に
よ
り
作
業
の
効
率
化
・
省
力
化
を
推
進
し
、

限
ら
れ
た
地
域
の
担
い
手
に
よ
る
農
地
の
維
持

と
同
時
に
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
り
安
定
し
た

経
営
の
で
き
る
農
業
の
政
策
を
展
開
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
新
規
就
農
者
の
技
術
取
得
の
た
め
の

研
修
や
就
農
後
の
サ
ポ
ー
ト
を
関
係
機
関
と
連

携
し
て
実
施
し
、
確
実
な
就
農
、
後
継
者
の
確

保
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

元
気
の
あ
る
農
業
で
継
続
性
の

あ
る
農
村
を
目
指
し
て 

【
畜
産
の
振
興
対
策
】 

阿
蘇
の
広
大
な
草
原
の
維
持
や
環
境
改

善
に
畜
産
は
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。 草

原
を
利
用
し
た
周
年
放
牧
な
ど
の
推

進
、
効
率
的
で
生
産
性
の
高
い
畜
産
経
営

体
の
育
成
に
よ
り
自
然
資
源
の
維
持
が
図

ら
れ
ま
す
。 

ま
た
、
耕
種
の
水
田
作
物
と
畜
産
の
堆

肥
を
提
供
す
る
耕
畜
連
携
の
強
化
を
含
め

た
有
機
資
源
循
環
の
推
進
に
よ
り
自
然
環

境
の
改
善
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
水
田
と
草
原
を
利
用
し
た

畜
産
経
営
の
効
率
的
な
安
定
化
の
強
化
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

ドローンによる防除 無人田植え期の実演 



 

 

内牧商店街の様子 

内
牧
地
区
は
、
明
治
30
年
か
ら

温
泉
郷
と
し
て
栄
え
、
温
泉
街
の
道

沿
い
約
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
商
店
街

が
形
成
さ
れ
、
地
元
と
密
着
し
た
商

店
街
と
し
て
、
な
く
て
は
な
ら
な
い

存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

内
牧
温
泉
街
で
は
、
商
店
主
に
よ

る
「
内
牧
温
泉
街
繁
栄
会
」
を
組
織

し
、
昼
夜
の
賑
わ
い
を
つ
く
る
ま
ち

づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
活
性
化
に
向

け
た
方
策
を
検
討
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
経
営
者
の
意
識
向
上
の
た

め
、
内
牧
温
泉
の
旅
館
の
お
か
み
さ

ん
に
よ
る
勉
強
会
の
実
施
や
、
商
店

主
に
よ
る
地
域
づ
く
り
活
動
な
ど
、

活
性
化
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。 

内牧温泉街繁栄会の活動 

内牧温泉街に誘致したサテライトオフィス 

２６ 

企
業
誘
致
で
持
続
可
能
な 

ま
ち
づ
く
り 

  

国
道
57

号
の
現
道
に
加
え
、

北
側
復
旧
道
路
（
高
規
格
道
路
）

も
開
通
し
、
飛
躍
的
に
ア
ク
セ
ス

が
向
上
し
ま
し
た
。 

 

今
後
も
優
良
企
業
や
施
設
の
誘

致
に
努
め
、
若
い
世
代
の
た
め
の

魅
力
あ
る
就
業
機
会
の
創
出
に
積

極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。 

阿蘇山火口避難休憩施設  

御製碑 

火
口
見
学
者
用
に
令
和
５
年
度
完
成
し
た

「
阿
蘇
山
火
口
避
難
休
憩
施
設
」
。
火
山
ガ
ス

等
の
避
難
所
を
兼
ね
た
休
憩
所
で
、
通
常
は
大

画
面
で
の
映
像
や
展
望
テ
ラ
ス
で
の
眺
望
が
楽

し
め
ま
す
。
同
施
設
屋
外
に
建
立
し
た
御
製
碑

は
天
皇
陛
下
が
皇
太
子
時
代
に
行
啓
で
火
口
を

見
学
さ
れ
そ
の
雄
大
さ
に
感
動
さ
れ
お
詠
み
に

な
ら
れ
た
歌
の
碑
で
す
。 

「
蒼あ

を

き
水 

た
た
ふ
る 

阿
蘇
の
火
口
よ
り 

噴
煙
は
の
ぼ
る 

身
に
ひ
び
き
つ
つ
」 

 

 

門前町水基巡り 

阿蘇神社周辺の商店街には、｢水基｣と呼ば

れる湧水を利用した水飲み場があります。地

元では、この水基を巡りながら商店街を散策

できる仕組みをつくり、魅力アップとにぎわ

いのある商店街づくりを進めています。 

備
や
、
一
の
宮
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
や
「
阿
蘇
門

前
町
商
店
街
振
興
協
会
」
の
活
動
が
活

発
で
す
。
水
基
巡
り
を
核
と
し
た
地
域

お
こ
し
で
商
店
街
の
結
束
と
意
欲
を
高

め
て
い
ま
す
。 

そ
の
活
動
が
実
を
結
び
、
現
在
で
は

１
年
を
通
し
て
観
光
客
が
訪
れ
る
な

ど
、
阿
蘇
市
を
代
表
す
る
商
店
街
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

地
域
を
活
性
化
す
る
商
店
街
の
取

り
組
み 

 

阿
蘇
市
で
は
、
行
政
・
各
種
団
体
・

地
域
住
民
が
一
丸
と
な
り
、
地
域
活
性

化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

宮
地
地
区
は
、
阿
蘇
神
社
の
門
前
町

と
し
て
、
神
社
の
参
道
か
ら
延
長
し
て

商
店
街
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
株
式

会
社
ま
ち
づ
く
り
阿
蘇
一
の
宮
（
Ｔ
Ｍ

Ｏ
構
想
）
に
よ
る
阿
蘇
神
社
の
周
辺
整

内牧温泉 

阿蘇五岳（涅槃像）を正面に望むロケーションが

魅力の内牧温泉。歴史も古く、夏目漱石や与謝野鉄

幹・晶子夫妻など多くの文豪も足を運んでいます。

阿蘇地域最大の温泉郷で、歩いて巡る事ができるエ

リアに町湯5軒、旅館・ホテル約15軒が点在してい

ます。それぞれ自家源泉を持ち、新鮮な湯が掛け流

しされています。夜の温泉街とともに外国人観光客

の利用も増えています。 

２５ 



 

 

将来都市像 

基本理念 大きな明日へ実行するまちづくり 

 

重 

点 

テ
ー
マ 

将
来
都
市
像
の
実
現
に
向
け
た 

５
つ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ 

災害からの早期復旧・復興 

①
強
い
経
済
基
盤
の
確
立
へ
の 

チ
ャ
レ
ン
ジ 

②
豊
か
な
教
育
環
境
・
教
育
力
へ
の 

チ
ャ
レ
ン
ジ 

④
快
適
で
良
質
な
基
盤
づ
く
り
へ
の 

チ
ャ
レ
ン
ジ 

⑤
将
来
に
向
け
た
市
政
改
革
へ
の 

チ
ャ
レ
ン
ジ 

③
健
康
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の 

チ
ャ
レ
ン
ジ 

●基本構想の体系図 

 

●
将
来
都
市
像 

「
人
が
つ
な
が
り
創
り
だ
す
新
し
い
阿
蘇 

～
Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｙ 

Ｏ
Ｎ
Ｅ
の
世
界
へ
～
」 

 

人
は
、
お
互
い
が
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と

で
、
巨
大
な
パ
ワ
ー
が
生
ま
れ
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の
パ
ワ
ー
を
源
に
、
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

“
世
界
の
Ｏ
Ｎ
Ｌ
Ｙ 
Ｏ
Ｎ
Ｅ
”
と
な
る
よ

う
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
新
し
い
阿
蘇
市
を
創

造
・
発
信
す
る
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。 

 

阿
蘇
市
は
、
多
様
化
・
複
雑
化
す
る
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
た
め
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政

等
の
協
働
に
よ
り
、
熱
い
情
熱
と
大
い
な
る

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
も
っ
た
未
来
志
向
型
の

施
策
を
展
開
し
、
誰
も
が
住
ん
で
良
か
っ

た
・
働
い
て
良
か
っ
た
・
訪
れ
て
良
か
っ
た

と
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。 

  

●
基
本
理
念 

「
大
き
な
明
日
へ
実
行
す
る
ま
ち
づ
く
り
」 

 

人
口
減
少
社
会
の
到
来
を
は
じ
め
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
な
ど
社
会

経
済
情
勢
が
大
き
く
変
動
す
る
中
で
、
市
民

と
行
政
の
協
働
に
よ
る
計
画
的
な
行
政
運
営

を
進
め
、
将
来
に
わ
た
っ
て
着
実
に
実
行
・

挑
戦
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
）
し
て
い
く
阿
蘇
市
を

目
指
し
ま
す
。 

  

●
基
本
目
標 

 

将
来
都
市
像
実
現
の
た
め
、
度
重
な
る
災

害
被
害
か
ら
の
早
急
な
復
旧
・
復
興
の
取
組

を
掲
げ
た
「
重
点
テ
ー
マ
」
と
各
方
面
に
お

い
て
挑
戦
す
る
政
策
推
進
の
目
標
を
掲
げ
た

「
５
つ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
定
め
ま
し
た
。 

２８ 

＋ 

基
本
目
標 

 

 

 

本
市
で
は
、
平
成
17
年
の
誕
生
以
降
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と

な
る
「
第
１
次
阿
蘇
市
総
合
計
画
」
を
策
定
し
、
市
民
の
皆
様
の
知
恵
と
工

夫
、
参
加
を
い
た
だ
き
な
が
ら
教
育
・
医
療
・
福
祉
・
防
災
・
経
済
等
、
市

民
生
活
の
向
上
・
充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
少
子
・
高
齢

化
や
、
若
年
層
を
中
心
と
し
た
都
市
部
へ
の
人
口
流
出
に
よ
る
地
域
の
担
い

手
不
足
な
ど
様
々
な
課
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
社
会
の
変
化
に

対
応
し
た
行
政
運
営
を
進
め
る
た
め
、
令
和
３
年
９
月
に
「
第
２
次
阿
蘇
市

総
合
計
画
（
後
期
基
本
計
画
）
」
を
策
定
し
ま
し
た
。 

魅
力
あ
ふ
れ
る
阿
蘇
市
を
目
指
し
て 

 

本
計
画
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
中
長
期
的
な
指
針
を
示
し
た
基
本
構
想
、
基

本
構
想
で
取
り
上
げ
た
将
来
都
市
像
の
実
現
向
け
た
政
策
を
体
系
的
に
示
し

た
基
本
計
画
、
基
本
計
画
に
掲
げ
ら
れ
る
政
策
を
実
施
し
て
い
く
た
め
の
具

体
的
な
事
業
や
財
政
計
画
を
示
し
た
実
施
計
画
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。 

 

基
本
構
想
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
進
め
た
先
に
目
指
す
将
来
の
姿
を
定
め
た

「
将
来
都
市
像
」
、
将
来
都
市
像
実
現
の
た
め
に
必
要
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
う
え
で
指
針
を
定
め
た
「
基
本
理
念
」
、
地
域
の
現
状
と
基
本
理
念
を

踏
ま
え
た
う
え
で
、
事
業
や
政
策
等
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
の
個
別
的
な
目

標
で
あ
る
「
基
本
目
標
」
か
ら
構
成
さ
れ
ま
す
。 

第
２
次
阿
蘇
市
総
合
計
画 

２７ 
ＰＨＯＴＯ：大観峰からの涅槃像 



 

 
 

副議長 谷﨑 利浩 

議長 菅 敏德 

市
議
会
だ
よ
り 

か
る
で
ら 

議
会
で
の
審
議
や
、
一
般
質
問
の
内
容

な
ど
を
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
お
知
ら
せ

す
る
た
め
の
刊
行
物
と
し
て
、
年
４
回
発

行
し
て
い
ま
す
。 

議
会
は
、
市
民
か
ら
直
接
選
挙
に
よ
り
選
ば

れ
た
市
議
会
議
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
市
民

の
代
表
機
関
と
し
て
、
市
の
予
算
や
重
要
な
事

柄
を
審
議
、
決
定
し
ま
す
。
日
常
生
活
に
か
か

わ
る
様
々
な
事
項
に
つ
い
て
、
執
行
機
関
と
真

剣
に
議
論
を
行
い
、
市
民
の
声
を
行
政
に
反
映

さ
せ
る
場
で
す
。
ま
た
、
議
会
に
は
、
議
案
な

ど
を
専
門
的
に
審
議
す
る
た
め
に
、
部
門
別
に

主
役
は
い
つ
も
市
民
。 

ま
ち
の
未
来
を
と
も
に
築

き
、
開
か
れ
た
議
会
を
目

指
す
。 

審
査
す
る
総
務
、
文
教
厚
生
、
経
済
建
設
の
３

つ
の
常
任
委
員
会
を
設
け
て
い
ま
す
。
市
民
一

人
一
人
の
声
を
、
様
々
な
施
策
の
中
に
生
か
す

た
め
に
、
市
議
会
で
は
市
民
ニ
ー
ズ
を
十
分
に

把
握
し
な
が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
地

域
の
活
力
あ
る
発
展
と
そ
の
実
現
に
向
け
て
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

市議会議員団 阿蘇山噴火被災状況視察 
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愛
す
る
郷
土
を
守
り
、
更

な
る
飛
躍
と
発
展
を
遂
げ

る
。 

阿
蘇
市
の
行
政
機
構
は
５
部
22
課
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。
刻
々
と
社
会
情
勢
も
変
化
し
、

様
々
な
状
況
の
中
、
臨
機
応
変
で
迅
速
な
対
応

が
求
め
ら
れ
ま
す
。
本
市
も
効
率
的
な
行
政
運

営
を
行
う
た
め
、
部
課
の
連
携
を
強
化
す
る
こ

と
で
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
よ
り
よ
く
応
え
る

サ
ー
ビ
ス
を
展
開
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま

す
。 ま

た
、
現
代
の
複
雑
か
つ
多
岐
に
わ
た
る
行

政
ニ
ー
ズ
の
中
で
、
望
ま
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
活
気
に
満
ち
自
立
し

た
市
民
の
積
極
的
な
参
加
と
協
力
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
市
民
一
人
一
人
が
あ
ら
ゆ
る
場
で
ま
ち

づ
く
り
の
主
役
と
し
て
、
生
き
生
き
と
活
動
で

き
る
よ
う
、
今
後
も
市
政
へ
の
参
画
の
機
会
を

拡
充
し
て
い
き
ま
す
。 

愛
す
る
郷
土
を
守
り
、
更
な
る
飛
躍
と
発
展

を
遂
げ
る
た
め
の
第
一
歩
、
そ
れ
は
、
や
は
り

行
財
政
改
革
で
す
。
よ
り
効
率
的
な
行
政
運
営

を
行
う
た
め
に
も
、
今
後
も
さ
ら
に
行
政
の
ス

リ
ム
化
を
図
り
、
限
ら
れ
た
財
源
を
よ
り
有
効

に
活
用
す
べ
く
、
改
革
を
推
進
し
ま
す
。
行
財

政
改
革
の
断
行
こ
そ
が
、
阿
蘇
市
が
将
来
に
羽

ば
た
く
た
め
の
基
礎
づ
く
り
と
な
り
ま
す
。 

市
広
報
誌
「
あ
そ
」 

毎
月
１
日
発
行
。
行
政
か
ら
の
お
知
ら

せ
や
ま
ち
の
話
題
、
市
民
の
活
動
な
ど
、

幅
広
く
地
域
に
密
着
し
た
情
報
を
掲
載
し

て
い
ま
す
。
各
世
帯
に
配
布
し
て
お
り
、

市
内
の
施
設
な
ど
か
ら
も
入
手
で
き
ま

す
。 昨

年
度
は
、
熊
本
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル

で
本
誌
が
グ
ラ
ン
プ
リ
の
熊
日
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。 

教育長 坂梨 光一 副市長 和田 一彦 市長 佐藤 義興 
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